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胎生 5 週末から 10週に及ぶ20体の人胎児を用い 主としてツエロイジン包埋による骨盤部の縦切又
は横切連続切片とし鈴木氏鍍銀法を施して神経要素の発生経過を検索した。


































佐谷は，新生児剖検体 3体，新生児 Hirschsprung病剖検体 3体並びに胎生 5 週末より l防毘に及ぶ20
体の人胎児材料を用い，病理組織学的，並びに発生学的検索を行い以下の結果を得た。
1) Hirschsprung病患児の無神経節直腸にも，交感副交感線維並びに脊髄性知覚終末は存在する。
2 )跨脱，子宮等を支配する骨盤神経叢配下の各自律神経節も健在する。
3 )胎生初期，骨盤神経に伴われて出現した神経細胞は，骨盤神経叢を形成するが，直腸壁内神経
叢の形成には関与しない。
以 kにより佐谷は，腸壁内神経叢と骨盤神経叢とは発生学上，その起源を異にするものである事を
明らかにし，従って直腸壁内神経叢を欠如する Hirschsprung病に於いても骨盤神経叢配下の各神経叢
は健在することを胎生学的に証明した。
本研究は，上記の論争点に明確な解答を与えたものとして高く評価される。
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